
計画の名称

新たな活力を創造し、安全で快適なやまぐちのみちづくり

計画の期間

平成２５年度　～　平成２９年度　（５年間）

交付対象

計画の目標

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H25当初） （H27末） （H29末）

０分 １５分 ２１分

６９％ ６９％ ７０％

０％ ２０％ ３２％

０駅 ０駅 ３駅

・緊急輸送道路等における、防災危険箇所を期間内に解消
した割合を算出する。

防災危険箇所の解消率（％）＝（道路整備による解消箇所数／対象路線における事業区間内の防災危険箇所数）×１００

・道の駅の休憩機能等の改善を期間内に実施した駅を算出
する。

道の駅休憩機能等改善実施駅数（駅）

定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

・未改良箇所の改良、渋滞解消による旅行時間の短縮時間
を算出する。

短縮時間（分）＝Σ（現況の走行時間（分））－Σ（整備後の走行時間（分））

・当計画内の路線の離合困難箇所解消率を算出する。

離合困難箇所解消率（％）＝（（計画内路線の改良済延長＋離合困難箇所を解消した延長）／計画内路線の延長）×１００

・道の駅の休憩機能等の改善を行い、道の駅休憩機能等改善実施駅数を０駅（Ｈ２
５）から３駅（Ｈ２９）にする。

社会資本総合整備計画
平成28年3月25日

山口県・下関市・宇部市・山口市・萩市・防府市・下松市・岩国市・長門市・柳井
市・美祢市・周南市・山陽小野田市・上関町・阿武町

・日常の暮らしを支える生活道路の整備により、快適で利便性の高い生活環境づくり
を進める。

・救急車や消防車などの緊急車両や大型車両が容易に離合できる道路の整備を進め、
安全で確実な交通を確保する。

・緊急輸送道路等における防災点検要対策箇所の解消により、災害時等の安心で安全
な交通を確保する。

・道の駅の休憩機能等の改善を行い、安全で快適な交通を確保する。

計画の成果目標（定量的指標）

・バイパスや未改良箇所の整備による走行環境の改善により、各路線の移動時間の合
計を２１分（Ｈ２９）短縮する。

・２車線化などにより、大型車が容易にすれ違うことが可能な延長の割合を６９％
（Ｈ２５）から７０％（Ｈ２９）にする。

・防災点検要対策箇所を有する箇所を重点的に整備することで、対象路線内の対策を
０％（Ｈ２５）から３２％（Ｈ２９）にする。


